
（資料２） 

「農業農村整備事業の効率的実施に係る検討会」について 
１ 検討の趣旨 
 
 農業農村整備事業において効率性の高い事業展開を図っていくため、平成１２年
度より第三者による検討会（※）における客観的な議論・提言を踏まえて、事業の
総点検と抜本的改革を実施。 
 （※）黒川和美・法政大学経済学部教授を座長に委員１４名で構成 
 
２ １４年度における検討テーマ 
 
 ①住民参加の推進について 
 農業農村整備事業の実施に際して、住民参加の手法を取り入れていくための課題
を整理するとともに、今後の制度等のあり方を検討。 
 
 ②広報の推進について 
 国民の理解と協力を得ながら農業農村整備事業を着実かつ効率的に実施していく
ため、広報活動のあり方について検討。 
 
３ 検討の経緯 
 
 ○第１回       ・住民参加と広報の現状と課題 
 （平成14年９月17日）  
 
 ○第２回       ・現地調査（栃木県下の取組事例） 
 （平成14年12月10日）  
 
 ○第３回       ・検討課題と対応方向 
 （平成14年12月17日） ・平成１３年度報告の措置状況  
 
 ○第４回       ・主な論点ととりまとめの方向 
 （平成15年２月４日）  
 
 ○第５回       ・報告書とりまとめ 
 （平成15年３月５日）  


